
   

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）坂爪 康一 
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  （百万円未満四捨五入）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  3,010  24.0  135  546.3  177  141.1  116  109.7

21年12月期第２四半期  2,427  △25.5  21  △83.7  73  △56.2  55  △48.8

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  12  29   －     

21年12月期第２四半期  5  85      －     

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  6,050  3,677  60.7  394  84

21年12月期  6,047  3,660  60.4  386  08

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 3,670百万円 21年12月期 3,651百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期    －      3 00     ー     3 00  6  00

22年12月期     ー      3 00

22年12月期（予想）     ー     3 00  6  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  6,200  23.3  265  280.0  320  116.6  215  123.7  23    13



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規    －   社 （社名）             、除外   －   社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：無 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績予想の前提となる条件等については、［添付資料］Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くださ

い。業績予想の数値につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により上記予想と異なる場合があります。    

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 10,000,000株 21年12月期 10,000,000株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 705,171株 21年12月期 542,557株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 9,433,863株 21年12月期２Ｑ 9,458,295株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、失業率の高止まり等引き続き厳しい環境下ではありましたが、

海外経済の改善等を背景に終始回復基調で推移いたしました。 

しかし、その回復度については、当社グループ製品のユーザーである製造業をみても、一部にＶ字回復している

企業はあるものの、全般的にはリーマン・ショック前の水準には戻りきれていない等、穏やかな持ち直しの動きとな

っております。 

このような状況のもと、当社の売上高も回復に向け推移いたしました。また、利益面におきましても、昨年度期

中から実施した役員数を含む人員削減等の効率化対策が通期で収益寄与したこと等により、増益でありました。 

この結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高3,009,602千円（前年同期比24.0％増）、営業利益135,101

千円（前年同期比546.3％増）、経常利益177,218千円（前年同期比141.1％増）、また当四半期の純利益は115,932千

円（前年同期比109.7％増）となりました。 

   

事業の種類別セグメントの概況は、以下の通りであります。 

  

（研磨布紙等製造販売事業） 

ＩＴ関連業界向けを中心としたユーザー、および商社等代理店からの在庫調整終了に伴う受注増から増収増益と

なりました。 

具体的には、売上高は2,530,273千円（前年同期比32.3％増）、営業利益は99,552千円（前年同期比1,671.7％

増）でした。なお、営業利益の前年同期比増加率は、前年同期の営業利益額が少額であったこと等により、大幅増と

なっております。 

  

（ＯＡ機材部材等製造販売事業） 

当社グループは、複写機、ファクシミリ、印刷機、ＡＴＭ等に組み込まれる各種紙送り用ローラーを製造販売し

ていますが、最終製品の設計変更等により売上高は減少したものの、販売製品構成等による原価率減少により増益と

なりました。 

この結果、売上高は316,899千円(前年同期比10.0%減)、営業利益は39,113千円(前年同期比43.4％増)となりまし

た。 

  

（不動産賃貸事業） 

株式会社ダイエーに賃貸している理研神谷ビルの賃貸収入による売上は162,430千円(前年と同額)、営業利益は

121,645千円(前年同期比0.6%減)となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（財政状態）  

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,830千円増加し、6,050,235千円になりまし

た。これは主に、適正在庫にするべく在庫削減計画に基づき棚卸資産が41,616千円、貸付金の回収により短期貸付金

が34,080千円、減価償却が進んだことにより有形固定資産が65,283千円、時価評価の減少により投資有価証券が

33,021千円減少しましたが、現金及び預金が49,244千円、売上の増加に伴い売上債権が137,442千円増加したことに

よるものであります。  

 負債は前連結会計年度末に比べ13,945千円減少し、2,373,379千円になりました。これは主に、生販高の増加に伴

い仕入高が増加により仕入債務が259,137千円増加、課税所得の増加により未払法人税等が53,996千円増加しました

が、約定返済が進んだことにより長短借入金が318,335千円減少したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ16,775千円増加し、3,676,856千円になりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 （キャッシュ・フローの状況） 

  当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて49,244千円

（11.8％）増加し、466,362千円となりました。 

 また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。 

  営業活動の結果獲得した資金は、352,761千円(前年同期は170,664千円の獲得） となりました。 

   主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益の計上177,775千円、仕入債務の増加256,795千円、たな卸資産の減 

 少40,342千円であり、主な減少要因は、売上債権の増加138,363千円であります。 

  投資活動の結果獲得した資金は77,363千円（前年同期は14,927千円の獲得）となりました。 

   これは主に、貸付金の回収による収入79,697千円であります。 

  財務活動の結果支出した資金は378,443千円（前年同期は87,978千円の支出）となりました。 

  これは、長期借入金の返済による支出286,170千円、自己株式の取得による支出29,079千円および配当金の支払 

 28,208千円が主なものであります。 

  

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第2四半期連結累計期間は、ＩＴ関連業界向けの需要が急回復したことから、全体として売上高は増加し、利益

面も同様に諸効率化対策等を要因として増加いたしました。 

また、当連結会計年度における今後の景気動向については、欧米等を中心とした海外景気の下振れ懸念や国内雇

用の過剰感持続等から不透明感が残るものの、経済は穏やかな回復基調で引き続き推移するとの環境認識にたってお

ります。 

これらを踏まえ、平成22年5月13日に公表していました当社グループの平成22年度第2四半期連結累計期間業績予

想および通期の業績予想と比し、増収増益となることが見込まれることから、更なる業績予想の修正をいたしまし

た。詳細につきましては、平成22年8月11日付けにて公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 

なお、先行き不透明感の残る市場動向が継続することを勘案し、更なる効率化を図る必要性かあるとの判断か

ら、集約効果を狙いとして、沼田工場と鴻巣工場の加工部門を統合するため、鴻巣工場敷地内に新社屋を建設する

等、来年第１四半期から順次移設・本格稼働するための準備に着手しております。 

今後も全社一丸となって今次不況以前の販売水準への早期回復に取り組むとともに、新製品、新市場の開発にも

全力を挙げて取り組んでまいる所存であります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

(ｉ)棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基盤として合理的な方法により算定する方法によっております。 

(ⅱ)繰延税金資産及び繰延税負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 556,362 507,118

受取手形及び売掛金 1,206,495 1,069,053

商品及び製品 772,473 779,357

仕掛品 545,022 599,168

原材料及び貯蔵品 256,981 237,567

その他 101,878 108,582

貸倒引当金 △1,049 △1,140

流動資産合計 3,438,162 3,299,705

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,295,069 3,294,729

減価償却累計額 △2,345,302 △2,313,088

建物及び構築物（純額） 949,767 981,641

機械装置及び運搬具 1,527,030 1,599,426

減価償却累計額 △1,314,947 △1,356,029

機械装置及び運搬具（純額） 212,083 243,397

その他 616,199 612,377

減価償却累計額 △246,971 △241,054

その他（純額） 369,228 371,323

有形固定資産合計 1,531,078 1,596,361

無形固定資産 32,746 32,998

投資その他の資産   

その他 1,052,549 1,121,841

貸倒引当金 △4,300 △3,500

投資その他の資産合計 1,048,249 1,118,341

固定資産合計 2,612,073 2,747,700

資産合計 6,050,235 6,047,405
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 914,399 655,262

短期借入金 50,250 82,415

1年内返済予定の長期借入金 580,040 556,740

未払法人税等 63,859 9,863

その他 128,414 123,293

流動負債合計 1,736,962 1,427,573

固定負債   

長期借入金 280,905 590,375

修繕引当金 61,898 62,191

退職給付引当金 140,632 147,928

役員退職慰労引当金 74,014 76,678

長期預り金 50,000 50,000

その他 28,968 32,579

固定負債合計 636,417 959,751

負債合計 2,373,379 2,387,324

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 98,753 98,753

利益剰余金 3,232,801 3,145,241

自己株式 △133,596 △104,516

株主資本合計 3,697,958 3,639,478

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 21,095 40,776

繰延ヘッジ損益 △2,997 △387

為替換算調整勘定 △46,103 △28,582

評価・換算差額等合計 △28,005 11,807

少数株主持分 6,903 8,796

純資産合計 3,676,856 3,660,081

負債純資産合計 6,050,235 6,047,405
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,427,051 3,009,602

売上原価 1,901,006 2,350,888

売上総利益 526,045 658,714

販売費及び一般管理費 505,141 523,613

営業利益 20,904 135,101

営業外収益   

持分法による投資利益 18,314 36,895

助成金収入 20,369 －

その他 36,184 30,267

営業外収益合計 74,867 67,162

営業外費用   

支払利息 19,377 15,851

為替差損 － 5,252

その他 2,895 3,942

営業外費用合計 22,272 25,045

経常利益 73,499 177,218

特別利益   

固定資産売却益 － 668

特別利益合計 － 668

特別損失   

固定資産除却損 140 111

特別損失合計 140 111

税金等調整前四半期純利益 73,359 177,775

法人税、住民税及び事業税 1,082 61,690

法人税等還付税額 △11,580 －

法人税等調整額 30,952 2,047

法人税等合計 20,454 63,737

少数株主損失（△） △2,381 △1,894

四半期純利益 55,286 115,932
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 73,359 177,775

減価償却費 79,413 70,602

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16,418 △7,295

賞与引当金の増減額（△は減少） △55,500 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △45,205 △2,665

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,306 709

修繕引当金の増減額（△は減少） 1,173 △293

受取利息及び受取配当金 △18,231 △14,113

受取商標使用料 △3,529 △4,054

支払利息 19,377 15,851

為替差損益（△は益） 450 843

持分法による投資損益（△は益） △18,314 △36,895

有形固定資産売却損益（△は益） － △668

固定資産除却損 140 111

売上債権の増減額（△は増加） 341,031 △138,363

たな卸資産の増減額（△は増加） 190,151 40,342

仕入債務の増減額（△は減少） △310,764 256,795

その他 △11,483 △6,780

小計 226,956 351,902

利息及び配当金の受取額 17,724 21,116

利息の支払額 △19,506 △15,233

商標使用料の受取額 1,690 3,139

法人税等の支払額 △56,200 △8,163

営業活動によるキャッシュ・フロー 170,664 352,761

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △14,051 △4,808

有形固定資産の売却による収入 － 3,174

出資金の払込による支出 △7,281 －

貸付けによる支出 △2,766 △700

貸付金の回収による収入 39,025 79,697

投資活動によるキャッシュ・フロー 14,927 77,363

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △40,620 △32,166

長期借入れによる収入 150,000 －

長期借入金の返済による支出 △167,370 △286,170

自己株式の取得による支出 － △29,079

配当金の支払額 △28,523 △28,208

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,465 △2,820

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,978 △378,443

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,546 △2,437

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 100,159 49,244

現金及び現金同等物の期首残高 308,221 417,118

現金及び現金同等物の四半期末残高 408,380 466,362
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 （注）１ 事業区分の方法および各区分に属する主要な製品および役務の名称 

 提供する製品・役務の種類に基づきセグメンテーションしております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）    

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

研磨布紙 
等製造販売 

事業 
（千円） 

ＯＡ器材 
部材等製造
販売事業 
（千円） 

不動産 
賃貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 1,912,410  352,211  162,430  2,427,051  －  2,427,051

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  1,912,410  352,211  162,430  2,427,051  －  2,427,051

営業利益  5,619  27,278  122,429  155,326  △134,422  20,904

  

研磨布紙 
等製造販売 

事業 
（千円） 

ＯＡ器材 
部材等製造
販売事業 
（千円） 

不動産 
賃貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 2,530,273  316,899  162,430  3,009,602     －  3,009,602

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
    －     －     －     －     －     － 

計  2,530,273  316,899  162,430  3,009,602     －  3,009,602

営業利益  99,552  39,113  121,645  260,310  △125,209  135,101

事業区分 主要な製品および役務 

研磨布紙等 
製造販売事業 

研磨布、耐水研磨紙、リコーズベルト、レジンベルト等 

ＯＡ器材部材等 
製造販売事業 

ゴムローラー、グリップローラー等 

不動産賃貸事業 理研神谷ビルの株式会社ダイエーへの賃貸 

8

理研コランダム㈱　（5395）　平成22年12月期　第2四半期決算短信



〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 (注)１．国または地域は、地理的近接度により区分しております。 

   ２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

    (1)アジア・・・中国、韓国、タイ、ベトナム、シンガポール 

    (2)その他の地域・・・北米、イスラエル  

   ３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。   

  

 該当事項はありません。  

  

     アジア  その他の地域     計  

 Ⅰ 海外売上高（千円）    245,894   22,074   267,968

 Ⅱ 連結売上高（千円） － －   2,427,051

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）   10.1   0.9   11.0

     アジア  その他の地域     計  

 Ⅰ 海外売上高（千円）    371,795   26,965   398,760

 Ⅱ 連結売上高（千円） － －   3,009,602

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）   12.4   0.9   13.3

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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